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本研究は、大城立裕の『小説琉球処分』が 処分官であった松田道之が書いた史

料 『琉球処分』を作品化するに当たり、歴史的事実から何を捨象し、歴史上の人
物をいかに描写しているのかを明らかにしようとしたものである。『小説琉球処分
』は１章から２４章まで２４章立てになっている。第１章は「物語の背景」という
プロローグとして「古い沖縄になじみのうすい読者のための前置き」であり、第２
４章は１８７２年から１８７９年琉球処分断行以降、１８８０年「清国嘆願使節」
のことから１８９３年毛有慶の死などが描かれている「エピローグ」である。この
２章を除いた２２章の内容は１８７２年５月から１８７９年９月まで琉球処分の成
り行きが描写されている。一方、史料『琉球処分は三冊に纏められている。一冊の
始めに伊地知貞馨の「琉球処分起源」があり、１８７１年から１８７４年まで、二
冊には１８７５年から１８７８年まで、三冊には１８７９年の公文書が載っている
。 
『小説琉球処分』と『琉球処分』を比較して以下、二つのことが分かったのであ

る。一つは『小説琉球処分』の作品構成である。『小説琉球処分』の「プロローグ
」は『琉球処分』の「琉球処分起源」に対応できる。また「琉球処分起源」を書い
たのは 伊地知貞馨であり、『小説琉球処分』の２章に始めて登場するのもほかな
らぬ伊地知である。そればかりではなく、『小説琉球処分』には１８７５年の内容
が７章、１８７９年の内容が５章にかけて描かれているように、史料『琉球処分』
も１８７９年の公文書が一番多く、次が１８７５年である。つまり、『小説琉球処
分』は章立てするにおいて史料『琉球処分』を充実に再現しているといえる。二つ
は『小説琉球処分』に描出されている史料『琉球処分』の「公文書」内容は１１箇
所だけで、作品内容の大部分は登場人物の対話によって構成されている。要するに
 作家大城立裕が史料『琉球処分』を参考しながらも歴史的解釈を下すより、歴史
の中で生きている人間像を描きたかったからではないかと考える。  
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